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保
存
容
器
「ジ
ツ

プ
ロ
ツ
ク
」
コ
ン
テ
ナ
ー
タ
イ
プ
⌒角
・

中
）１
個
分

い
ち
ご
は
洗
っ
て
ヘ
タ
を
と
り
、
３
ミ

リ
角
切
っ
て
砂
糖
半
量
を
か
け
、
砂
糖

が
溶
け
る
ま
で
置
い
て
お
＜
。

「
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ツ
プ

ロ
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コ
ン
テ
ナ

ー

（小

・
丸
）に
２５
ミ
リ
の
水
を
入
れ
、
粉

ゼ
ラ
チ
ン
を
振
り
入
れ
て
約
５
分
以

上
し
と
ら
せ
て
お
く
。

∃
―
グ
ル
ト
を
大
き
め
の
ボ
ー
ル
に

入
れ
、
残
り
の
砂
糖
と
レ
モ
ン
汁
を
加

え
て
、
よ
＜
合
わ
せ
て
お
＜
。
生
ク
リ

ー
ム
は
も

っ
た
り
す
る
程
度
の
５
分

立
て
に
泡
立
て
る
。
②
の
コ
ン
テ
ナ
ー

の
ふ
た
を
ず
ら
し
、
電
子
レ
ン
ジ
⌒５

０
０

ｗ
）で
約
３。
秒
加
熱
し
熔
か
す
。

③
の
ボ
ー
ル
の
中
に
①
、
③
の
生
ク
リ

ー
ム
、
ゼ
ラ
チ
ン
を
合
わ
せ
る
。
「
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ツ
プ
ロ
ツ
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コ
ン
テ
ナ
ー
（角
・中
）

に
流
し
入
れ
、
６ヽ
た
を
し
て
冷
蔵
庫
で

冷
や
し
固
め
る
。
固
ま
っ
た
ら
ひ
っ
＜

り
返
し
、
泡
立
て
た
生
ク
リ
ー
ム
と
い

ち
ご
で
飾
る

伊
藤
燃
設
で
は
、
事
務
所
の
開
き
ス
ペ

ー
ス
を
ご
希
望
の
方
に
無
料
で
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ー
ク
ル
の
活
動

場
所
や
教
室
を
お
探
し
の
方
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
＜
は
担
当

伊
藤
美
香
ま
で
。
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１
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。
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毎
月
第
３
・４
火
曜
日

・
午
前

１０
時
／

午
後
２
時
の
２
回
。
３
０
０
０
円
～
。
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